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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

①　「近畿地方における大型古墳群の基礎的研究」の課題について平成17～19年度科学研究費補助
金（基盤研究A）の交付をうけ、学内外の研究者とともに大阪府の古市・百舌鳥両古墳群の基礎的
検討を進めている。この研究は、1946年に米軍が撮影した航空写真によって両古墳群の都市化以前
の2,500分の1地形図を作成し、両古墳群の既往の発掘調査データをデジタル化して研究者の共同利
用に供するとともに、あわせて両古墳群の形成過程やその歴史的意義を明らかにしようとするもの
である。
②  個人研究としては、古墳造営の意義を解明するための比較材料として古墳時代の首長連合によ
く似た幕藩体制下の近世の大名墓に従来から関心を持ってきた。３年前から金沢市の前田家墓所の
史跡指定のための調査委員会に加えてもらったのを機に、従来の観察のまとめを行うべく未見の主
要な大名家の墓所を見学し、その性格の検討を続け、報告を取りまとめた。

① 「考古学概論」の講義内容の深化に努めた。ただ、学生諸君の反応はいま一つの感が否めず、
さらに今後も模索を続けるほかない。
② 大学院を含む演習での討論の活性化をはかるべく努力しているが、学生諸君の議論は低調で、
これについてもさらに努力を続けるほかなかろう。

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

〔審議会委員など〕
文化審議会文化財部会専門委員（第１専門調査会）、文化審議会世界遺産特別委員会ワーキンググ
ループ委員、文化庁国宝高松塚古墳壁画恒久保存対策検討会委員、文化庁特別史跡キトラ古墳の保
存・活用等に関する調査研究委員会委員、宮内庁書陵部委員会委員、宮内庁陵墓管理委員会委員、
独立行政法人文化財機構運営委員会委員、放送大学客員教授、大阪府文化振興会議委員、大阪府近
つ飛鳥博物館館長、奈良県立橿原考古学研究所指導研究員、千葉県史編纂専門員、徳島県いにしえ
夢街道推進委員会専門委員、石川県文化遺産学術調査委員会委員、(財)大阪府文化財センター理
事、濱田青陵賞選考委員会委員、(財)三菱財団研究助成選考委員(人文科学分野) 、(財)安藤忠雄
文化財団理事、毎日出版文化賞選考委員、堺市歴史文化都市有識者会議委員、八尾市文化財審議会
委員、木津川市文化財審議会委員、八尾市高安古墳群調査委員会委員、犬山市史跡東之宮古墳調査
委員会委員、金沢市加賀藩主前田家墓所調査指導委員会委員、飯田市主要古墳総合調査研究委員会
委員、福山市二子塚古墳保存整備指導委員会委員、宮崎市生目古墳群調査委員会委員、日本考古学
会評議員

日本考古学
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取得学位

日本考古学協会、日本考古学会、考古学研究会、古代学研究会、古代学協会、
史学会、アジア史学会、千葉歴史学会、九州考古学会、情報考古学会など

①　考古学による日本古代国家形成過程の研究
②　東アジアにおける王墓の比較研究
③　古代～近世における墓地の社会史

同志社大学大学院博士課程単位取得退学
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〔講演など〕

4月21日「古墳からみた応神以前の王統譜」静岡新聞・静岡放送SBS学苑

4月28日「日向の古墳―西都原古墳群を中心に―」朝日カルチャーセンター・京都

4月30日「古墳から寺院へ」大阪府立近つ飛鳥博物館特別展「河内古代寺院巡礼」講演会

5月18日「古市・百舌鳥古墳群の提起する問題」エル・カレッジ 歴史セミナー、エル・おおさか

5月26日　飛鳥保存財団・奈良大学共催、現地講座「明日香の遺跡をめぐる」

6月 1日「ゴーランドと畿内の古墳」明治大学博物館公開講座、明治大学アカデミー・ホール

6月30日「古墳の出現と邪馬台国」中日文化センター

7月25日「河内の古墳―古市古墳群の成立をめぐって―」河内長野市いきいき大学講演会

9月 8日「今城塚古墳の語るもの」朝日カルチャーセンター・神戸

9月24日「古市・百舌鳥古墳群について」NHK千林文化センター特別講演会「大阪の古代文化を考える」

10月20日「摂津の古墳をめぐって」茨木市立文化財資料館郷土史教室、同館

11月 4日「馬見古墳群と牧野古墳」広陵町文化歴史講演会、中央公民館かぐや姫ホール

11月29日「高松塚壁画の語るもの」生駒老人大学主催講演会、生駒市中央公民館

12月 1日「考古学からみた河内王朝論」奈良大学上方文化講座、大阪府立文化情報センター

12月 2日「横穴式石室誕生」大阪府立近つ飛鳥博物館特別展「横穴式石室誕生」講演会

12月8～9日「奈良盆地の大型前方後円墳を探る」朝日カルチャーセンター・横浜 現地講座

12月15日「古墳からみた継体朝の成立」静岡新聞・静岡放送SBS学苑

12月22日「河内王朝論をめぐって」朝日カルチャーセンター・神戸

 1月21日「河内王朝論をめぐって」エル・カレッジ 特別講座、エル・おおさか

 3月23日「古墳からみた継体大王」大阪府立３博物館館長リレー講演会、大阪府立近つ飛鳥博物館

12月24日「沖ノ島祭祀とヤマト王権」福岡県・宗像市・福津市主催「宗像沖ノ島と関連遺跡群」シンポジウム、
早稲田大学国際会議場

5月20日「キトラ古墳の壁画の語るもの」文化庁主催キトラ古墳壁画玄武公開記念講演会、奈良県立万葉
文化館

4月15日 「奈良時代の古墳―高松塚古墳の提起する問題―」難波宮址を守る会総会記念講演会、
アピオ大阪

6月16日「古墳からみた継体朝の成立」福井新聞社主催シンポジウム「見えてきた継体天皇像」
福井新聞社風の森ホール

 2月24日「巨大古墳の終末と古代国家」フィールドミュージアムトーク・遊史会主催古代史フォーラム2008
「畿内の巨大古墳を考える」羽曳野市民会館市民ホール

 3月30日「古墳とは何か―古墳時代の因幡・伯岐とヤマト王権―」鳥取県立博物館企画展「因幡・伯耆の王
者たち」記念講演会、同館講堂

 1月27日「人物埴輪は何を語っているのか」「発掘された日本列島2007」記念講演会、大阪府立近つ飛鳥
博物館



　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 『近畿の古墳と古代史』 単著     　

② 『東国の古墳と古代史』 単著     　

③ 『日本史』新版世界各国史１ 共著　　　

④ 『埴輪群像の考古学』 共著　　　　

⑤ 『東アジアの巨大古墳』 共著　　　　

⑥ 『詳説 日本史』 共著　

⑦ 『巨大古墳の時代をめぐって』 共著　　　　

2008年3月

2008年3月

学生社　

山川出版社

学生社2007年5月

2007年9月

2008年1月

青木書店　

大和書房

山川出版社

藤井寺市教育委員会　

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

図書館長（2006年度より）

（著書）

著書､学術論文等の
名称 概　　　　　　　要

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

近畿の古墳とその提起する問
題について論じた最近の論考
を１冊にまとめたもの　237
頁

東国の古墳とその提起する問
題について、最近さまざまな
ところに書いたものを１冊に
まとめたもの　259頁

各国史の１冊としての「日本
史」のうち、主として考古学
による旧石器時代から古墳時
代までの部分の執筆を担当し
た　pp3～54

高等学校日本史Bの教科書。
旧説器時代から古墳時代まで
の部分を執筆しているが、最
近の研究の進展の結果を踏ま
えて改訂pp.5～27

ふじいでらカルチャーフオー
ラムでの講演「白鳥の帰ると
ころ―古市古墳群の性格をめ
ぐって―」とシンポジウムの
成果をまとめたもの。pp,89
～112ほか

大阪府立近つ飛鳥博物館の特
別展「王権と儀礼―埴輪群像
の世界―」にともなう講演・
シンポジウムの記録をまとめ
たもの。白石はイントロにあ
たる「埴輪群像は何を語る
か」と序文などを執筆。pp.3
～26ほか

百舌鳥・古市古墳群の世界遺
産登録を目指すシンポジウム
における講演「王墓からみた
５世紀の倭王」とシンポジウ
ムの記録をまとめたもの
pp.28～39ほか

2008年1月

2008年3月



①
「王墓から見た五
世紀の倭王の性
格」

単著

② 「備後の横口式石槨をめぐって」 単著

③ 「近世の大名家墓所について」 単著

① 「古墳の終末と寺院造営の始まり」 単著

② 「横穴式石室誕生」 単著

③ 『広辞苑』第６版 分担執筆

④ 「今城塚古墳の調査の語るもの」

⑤ 鼎談「高松塚壁画取り出し」

⑥ 「高松塚古墳の今後を考える」

2008年3月

『野田山加賀藩主前
田家墓所調査報告
書』、金沢市文化財
紀要250、金沢市

2007年6月28日

『河内古寺巡礼』大
阪府立近つ飛鳥博物
館特別展図録

『横穴式石室誕生』
大阪府立近つ飛鳥博
物館特別展図録

岩波書店

「読売新聞」文化欄

「読売新聞」座談会

2007年4月

2007年10月

2007年10月

2007年4月20日

『東アジアの古代文
化』131号、大和書房

『大阪府立近つ飛鳥
博物館館報』11

2007年5月

2007年6月

（その他）

（学術論文）

５世紀の倭国王墓と想定され
る畿内の大型前方後円墳のあ
り方を漢の皇帝陵や新羅王墓
のあり方と比較し、首長連合
の盟主としての倭国王の性格
を論じたpp.13～21

高槻市今城塚古墳の調査によ
り、その埋葬施設である横穴
式石室の基盤工の石組が検出
されたことの意義を論じた

高松塚古墳の石室解体につい
てその評価と意義、さらに今
後の課題について猪熊兼勝、
百橋明穂氏と鼎談。壁画劣化
の原因究明と現地での復元・
公開を目指すべきことを主張

古墳の終末と古代寺院造営の
始まりの具体相を大王家や有
力豪族について検討し、両者
の相関関係の有無を検討した
もの。pp.84～91

日本における横穴式石室の成
立について、北部九州と畿内
地域におけるあり方を検討
し、その受容の背景が大きく
異なることを指摘した。pp.
８～15

考古学関係項目の改訂、追加
新項目の執筆を担当した。

2007年9月7日 「毎日新聞」論点欄

高松塚古墳の今後のあり方に
ついて、石澤良昭、河上邦彦
氏とともに紙上で討論、現地
での復元・公開を目標に努力
すべきことを主張

畿内の大和・河内に次いで横
口式石槨が多い備後東部の横
口式石槨を検討し、その造営
の歴史的背景を考察したもの
pp.１～10

日本各地の近世の大名家墓所
のあり方を概観・整理し、そ
の中での加賀藩主前田家の野
田山墓所の特異性を論じた
pp.135～168


